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な
が
レ
、
気
遣
の
低
い
地
帯
↑

f
、
住
民
登
録
法
に
基
く
徳
一
き
.
四
期
間
夫
々
使
用
さ
れ
る
一
い
ま
す
.

れ
て
い
ま
す
・
z
L
逮
は
、
ふ
だ
よ
~
次
第
で
あ
b
ま
す
由
で
、
こ

一

男

一

で
は
屋
内
生
活
が
多
〈
、
し
た
一

出、

鱒
九
属
生
L
、
米
軍
四
一も
申
で
あ
ち
ま
ず
か
ら
取
銀
上
一

ん
段
、
そ
宗
便
宜
あ
ま
り
感
一

i
l
l
I
l
l
i
-
--
1
1
l
l
l
l
l
iー
ー

一
が
っ

て
家
族
皇
厚
感
染
町
危
一

E
Z
F
Lて
下
さ
い

一空

あ
る
い
仕
汚
損
帯
四
な
い

一

じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が、

一

一

惨
ーも
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
，

一
街
臨
時
幽
、
鶴
入
白
梅
叉
比
一

実
際
に
は
こ
れ
ら
自

主

主

一

結

か

〈

の

室

内

感

染

予

防

一

霊

長

患

者
四
い
る
暢
一

病
院

に

入

院

長

C
2一

め
に
余
計
な
椋
経
や
努
力
量
使
一

4
H

一合
、
患
者
自
身
が
マ
ス
，
を
す
一

専
を
受
け
る
と
き
は
.
か
一

山下
話
的
信
計
十
日
一
屋
内
の
換
気
を
し
ま
1
L
う

一あ
れれ
叩川
崎
山
下
長
十
笠
抗
野
抑
制
諒
一
紅
型

て
経
費
を
費
し
て
い
ま
す
.

一

一

だ
に
カ

ー
テ
ン
を
か
け
る
た
E
一

参
し
て
下
き
い
.

一

そ
し
て
何
よ
り
も
問
題
な
白

は

最

近

市
結
俣
叫
佐
川
に
よ
り
ま
一

こ
の
統
制
を
み
ま
す
と
、

結
一注
意
し
た
け
れ
ば
な・
り
ま
せ
ん一

↑

次
回
土
う
た
混
同
と
混
晶
が
、
す
と
.
属
品

目
あ
っ
た
結
伝
忠
一援
患
者
が
い
か
に
鞍
族
や
同
居
一

室
内
は
.
午
前
と
午
後
時
間
一

om出
澄
明
笹
田
有
効
期
聞
は
一

メ
i
ト
ル
法
で
行
わ
れ
た
学
校

者

自
う
も
、
感
艶
源
が
明
ら
か
一人
に
結
寝
首
か
ば
ら
ま
か
れ
て
一を
含
め
て
薗
気
を
は
か
り
、
豊
一

変
付
白
日
か
ら
六
十
日
間
で
一

教
育
即
効
果
を
い
ち
い
‘
る
し
く
一な
者
で
は
五
九
%
が
家
族
か
ら
一
い
る
か
が
わ
か
ち
ま
す
。

一具
類
即
日
世
情
饗
‘
童
器
類
四
一

す
.

一

弱
め
、

計
量
思
想
申
普
及
に
よ
と
な
っ
て
お
b
、
五
・
入
克
由
一
田
市
族
中
間
居
人
か
ら
感
品
開
L
一煮
務
問
襲
、
た
ん
‘
白
焼
却
也
一

一

っ
て
白
み
達
成
さ
れ
る
生
活
や

者
が
同
居
人
か
ら
感
接
し
て
い
一た
も
四
位
、
そ
回
議
病
事
も
き
一分
な
E
、
平
常
田
注
意
が
大
切
一O
住
民
登
銭
法
に
基
〈
鱒
孔
周
一

産
業
白
合
理
化
を
阻
害
し
て
い
一る
こ
と
が
数
字
で
あ
ら
わ
れ
て

一わ
め
て
孟
〈
、
同
一
家
屋
内
で

↑で
す
。

一

位、

鱒
入
目
白
か
ら
十
四
日一

る
主
い
う
ζ

・と
で
あ
り
ま
す
・
4

お
り
ま
ず
@

感
発
し
た
も
?
と、

同
か
で
感

一

↑

以
内
で
す
。

，
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府
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一
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P
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単
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最

一

も
す
く
れ
た
岸
杭
来
と
し
て
、

一

一

世
界
的
に
普
及
し
つ
h

あ
る
メ

一

一

ー
ト
ル
法
に
銃
一
す
る
ζ

と

を

一

決
定
L
て
お
り
ま

す

.

一

し
か
し
今
日
な
お
広
〈

用

い

一

ら
れ
て
い
る
佐
田
単
特
異
を
一

一

一

度
に
無
く
す
る
こ
k
に
よ
る
混
一

晶
生
内

r
t
竺

前

も
っ
て
十

一

分
準
備
し
メ
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ト
ル

法
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慣
れ
一

て
お
い
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い
た
だ
く
た
め
目
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一

そ
申
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及
連
動
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推
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L
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一
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す
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一
、
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う

一、

右
字
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山
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舎
は
合
図

一.

野
球
生
し
た
り
幼
児
量

一.
歩
量
生
歩
き
ま
し
ょ
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し
乏
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ょ
っ

-
漣
ぽ
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な
い
よ
う
に
し
ま

一
、
積
罰
す
る
と
き
は
止
つ

で

夜
間
無
底
火
位
止
め
ま
白

し
よ
う

て
右
と
左
目
安
全
を

底

め

し

よ

う

-

一
、
道
諮
に
物
を
置
か
な
し
V

ま
L
ょ
う

田
崎
罵
車
生
録
綾
子
る
と
き
は

.

ょ
う
在
し
ま
し
ょ
う

二、

出間
四
積
断
や
事
由
直
前

一

.

自
問
車
か
ら
諮
越
合
岨

直
後
白
靖
院
は
危
時
障
で

F

が
あ
っ
た
と
き
は
互
に
寄

か
ら
止
め
ま
し
ょ
t

っ
て
這
を
醒
b
ま
し
ょ
う

画

自
制
草
に
来
る
と
き
は

て

叡
者
台
と
プ
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や
町
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二
入
罪

n
札
止
め
ま
し

た

い
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車

は

降

り
て
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縦

ょ
う
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ま
し
ょ
う
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革

路
心
右
側
を
通
り
ま
田
町
遁
絡
に
於
て
実
E
ζ

k

司

寸

可
制
は

め
な
た

ω

往

(

道

か
'
え
る

道

v 

)... 

付与手-;ごJ有lh芝とう

宅P
白，、 p

/n 同小
うf言 宗;

2・

t
t-v 



戸ゐ

-w-と
と
た
っ
て
お
り
ま
す
.
一

一匂
市
帽
伝
心

《
従
来
四
古
い
ぜ
一

一

戸
砲
で
お
新
法
の
規
定
に
通
一

一

合
す
る

戸
持
、
例
え
ば

一

戸
山

1
4

一

ィ
、
第
J1者

-vヘ矯
と
そ
の
子
一

7
・L
一

の
み
の
在
噌
す
る
戸
海

一

一

口、

退
問
者
の

み
在
荷
す
る
一

時
正
の
民
法
は
、
個
人
の
掌
直
ち
に
谷
部
つ
〈
り
か
え
る
ミ

一

J
'
喜

一

滋
と
両
性
J

本
質
的
平
事
室
耳
?
と
也
‘
格
喧
後
調
需
は
さ
官
有
一

ハ
.
誕
可
者
十ぺ
婦
と
そ
の
養
一

司
と
す
ぷ
憲
一
E
A
題
音
に
事
い
一
混
乱
に
胡
主
主
わ一れ
て
い
た
訴
一

子
の
包
帯

す

る

両

者

一

て
改
正
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
.
↑t
ら
あ
り
、
戸
電
制
置
に
援
本
↑

厚
C
し
か
も
そ
の
思
序
に
記一

侶
承
円
の
と
お

O
で
あ
り
ま
す
一的
に
改
正
t
据
え
た
-
』
と

に
上
一

読
さ
れ
て
、
る
も
乃
は
‘
二
一

従
〈
て
室
更
の
身
分
詞
係
聖
一っ

て
申
一
ず
る
攻
批
上
。
混
乱
士
一

応
当
分

尚
一間
改
裂
さ
れ
ま
せ
一

公
盟
諸

F
ろ
戸
高
山
制
定
も
ま
ん
t
↑渥
け
な
け
札
ぽ
な
・つな

い
足
状
一

ん
・

一

明

和

十
A

一三
十
二
月
二
十
二
一に
あ
っ
t
つ
ご
、
い
も
濁
…
引
い
な
改
一

つ
ま
り
、
軍
必
昔
の
事
項
欄
一

臼
法
九
日
J

二
富
二
十
回
寺
山z
b
一授
は
・
釈
戸
弱
虫
施
行
後
十
平
一

に
改
製
し
た
匹
由
主
主
読
し
一

っ
て
戸
田
畑
法
の
広
布
た
よ
り
新
一さ
き
ふ
河
地
と

Z
れ
・

-
5
従
一

た
だ
け
ご
戸
一
帯
の
改
製
小
絡
一

時
的
に
ふ
さ
h
し
い
戸
車
に
改
一束
刀
湿
伝
に
よ

勺
用
者
生
商
法
一

っ
た

ニ
と
と
花
り
ま
す
殉
係
一

め
る
こ
と

に
置
を
用
い
ら
れ
て
一心
昆
遣
に
工
る
戸
商
と
み
な

r

t

・
筆

A
E
bを
占
戸
港
の
一

お
り
ま
す
・

一
二
と
と
し
亡、

吉
い
戸
刊
叩
戸
-

内
壬
ら
空
車
さ
れ

ま
ぜ
ん
・
一

詳
し
〈
申
し
ま
す
と‘

従
前
一主
市
主
描
唱
者
と
上
み
か
え
て
-③
.
突
に
前
イ
ロ

ハ
以
外
由
一一戸一

申
戸
惑
F

溜
師
戸
高
と
い
い
ま
一
寝
晶
っ

て
き
ま
し
た
。

者
利
え

d

一

す
)
応
、
戸
主
を
甲山
M
ζ
L

て
一

そ
こ
で
明
日
唱
=
干

一
五
ト

二
一

イ
、
選

4
蓄
え
靖
と
を
司
F
一

-Z
H
と
共
に
一

家
生
構
底
す
る
一司
三
十
4

日
士
も
っ
て
揃
十
車
十

道
誠
司
克
也
を

D
E
幅
四
音
一

安
民
生
も
b
て
、
一

つ
由
戸
羅
一室
温
い
三
ず
つ
と
に
な
早
ま
す
一

O
F

(
左
耳
目
り

-
E
D
子
一

が
つ
く
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
宮
抗議
一
D
t
.
愈
々
唱
伺
三十一一一
李
小
一

)
措置
子
以
外
に
祖
父
母
.
z
e
t

制
F
A
A

戸
時置
で
あ
り
ま
し
た
が
一
ら
争
盟

二
台
に
訴
し
い
塁
準
に
一

世
母
、
弟
跡
、
叔
父
、
叔
一一

改
正
に
よ
っ
て
「
戸
通
語
、
市
一ζ
る
戸
署
へ
お
へ
簿
と
を
刀
子
と
一

手

・
お
い
.
6
い
宰
五

一
二
品
光

町
村
の
室
或
内
に
本
富
士
定
竺
の
戸
増
)
に
躍
り
か
え
る
ニ
と

一

諸
に
庄
選
し
て
い
る
と
き
ニ

1
4

る
一

つ
心
夫
縞
及
び
こ
れ
と
民
一と
な
っ
た
D
で
あ
リ
ま
T
。

一

は
.
退
却
告
た
渇
と
そ
の
一一

bz
向
じ
〈
ず
る
子
ご
と
に
、
二
一

4
0
之

『

今
ま
で
戸
普
且
一

子
以
外
の
者
は
.
各
q
そ
~一
.

れ
士
絹
漉
す
る
』
こ
と
と
な
り
一
軍
最
昔
で
な
か

っ
た
苦
日
華
一一誠
一

心

ぞ
箔
と
そ
D
閣
の
子
三
一

『
l

規
子

孫

と
云
う
よ
う
な
=
一代
一一苦
C
な
っ
て
そ
』
子
と
幅
削
し
け

4

単
ほ
と
し
て
箭
戸
帯
が
=

に
立
。
戸
揖
と
か
泊
叔
父
母
、
一同
署
d
p
m
刊
担
さ
札
た

0
.
筆
耳
一

作
ら
れ
る
ニ
と
と
な
り
ま
=
8
司

問
主
と
い
一つ
よ
う
な
一
石
組
以
上
一者
点
前
九
戸
守
と
宅
つ
之

司

い

r

a

=

】

'
j

の
夫
い掃
の
戸
百四位
、
つ
く
ら
な
一
た
し
ま
す
・

・

4
内
総
県
従
来
心
戸
港
が
=

ν
よ
つ
に
な
っ
た
外
.
従
来
白
一

そ
れ
で
皆
さ
ん
O
た
め
戸
帯
で

警

'
Sに
庁
呼
さ
れ
る
ニ
一二

巳

戸
王
む
「
箪
足
者
」
と
改
め
ら
一
が
ど
心
よ
う

に

改

裂

さ

れ

て

。

と

に
し叫
る
諦
C
晶
り
ま
す
=

rzノ

れ
戸
部

J
A示
法
ー
そ
の
筆
涼
一く
れ
に
つ
い
て
次
に
そ
心
底

路

こ

り

喝U
A

一円
分
#
に
よ
り
新
=

者
と
h
h
活
と
で
す
る
こ
と
と
な
一士
宮
到
・
っ
せ
い
だ
L
ま
す。

一一

し

く

で
き
る
戸
曜
が
‘
去
二

羽
山

り

ま

し

た

。

一

①

、
こ
む
改
裂
は
、
明
白
三
十
一

持
で
あ
る
と
き

K
.
h
d
e
一一

1
1

こ
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
た
白一

三
手
目
月

-a
hら
一
凋
酎
さ
一

夫

市川市官
刈
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と
な
b
ま
す
一
一

で
す
が
、
従
来
の
古
い
戸
指
定
一れ
.
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年
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が

、
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萄
法
中

1
、
九
犬
嶋
掴
生
し
た
が

夫
が
一
一
戸
主
と
た
ら
な
か

っ
た
者

2
、
明
妻
子
縁
組
婚
姻
t

し
た
告

は
.
央
は
妻
申
戸
時
に
入

る
目
鳴
で

あ
っ
た
心
で
す

か
ら
改
製
に
よ
る
新
戸
曹

は
棄
を
筆
頭
者
と
さ
れ
ま

す
.
然
し
、
当
該
一
戸
商
の
改
製

の
諜
に
、

ニ
司
夫
搭
か
ら

戸
箔
の
記
載
慣
字
の
更
更

に
つ
い
て
申
出
が
あ
っ
た

と
き
は
.
黄
土
筆
護
者
と

し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
お
ち
ま
す
か
ら
、
央
土

佐
軍
国
者
と
す
る
希
望

az

比
、
こ
の
致
製
に
着
手
す

る
咽
向
三
十
三
年
四
月

-

目
前
後
に
申
出
々
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ロ‘

寓
法
白
規
定
に
主
っ
て

33牢度第ー期間定資童役白磁器
令省出尭布になりま しt

納期は4月30自主でです
納期内にお忘れなく納入額います

今 金町

戸
主
で
あ
っ
た
舗
が
弔
問
眉
一
結
果
.
折
口
市
右
官
誠
意
と

し
て
、
そ

り
戸
也
市
心
主
亀
一

な
る
骨
骨
或
は
凡
在
叩
語
録

に
記
飽
き
れ
史
晃
が
岡
市
痩
一

者
に
受
更
な
く
そ
の
ま
ま

し
て
現
在
戸
主
と
な
っ
て
一

で
改
製
さ
れ
-
匂
戸
羽
等
が
あ

い
る
声
者
に
つ
い
て
は
続
一

り
、
今
次
の
戸
町
内
改
製
は
.

法
の
規
定
に
よ
る
改
裂
に
一

耳
に
複帥

mcあ
19
、
旦
つ
、

際
し
て
は
‘
混
が
筆
頭
者
一

市
巧
村
佳
叫
に
お
け
る
電
要

と
な
り
、
今
ま
で
在
調
者一

之
仕

4
と
さ
れ
て

-向ι
り
ま
す

で
あ
っ
た
手
生
そ
白
戸
事
一
以
ヒ
は
.
一
戸
な
刀
改
型
心
ほ
ん

に
入
れ
る
ニ
と
と
す
る
心
一
の
あ

り
ま
し
に
主
ず
ま
せ
ん
G

一

で
‘
ι
6

演
者
丹
氏
品
が
定
一

ニ
の
改
説
事
業
改
、
侵
坊
で
一

る
こ
と

に
・4
b
ま
ず
ョ
一
日
常
心
一戸百一
urB
1
浬
以
外
の
一

ハ
、
戸
苦
が
分
4
さ
れ
る
結
一仕
事
と
し
て
施
行
し
て
一円
く
こ
-

果
国
間
戸
高
引
っ
〈
ら
れ
一と
に
な
り
、
目
下
綿
密
に
計
画

る
尋
舎
で
久
改
裂
の
環
徒
一生
笥
て
て
お
h
f
す
け
れ
ど
ち

母
が
死
亡

場
で
品
開
4
さ
れ
一
ニ
叩
仕
掛
士
品川誌
な
く
幽
滑
に

て
い
る
と
き
は
‘
モ
の
子
一
実
施
す
る
た
均
特
同
母
さ
ん
心

毎

ι
一
人

司
人
に
つ
い
て
一調
理
解
と
側
協
β
士
官
頚
い
い

単
一

戸
噌
士
編
裂
す
る
こ
一た
し
ま
す
。

と
にか
也り
ま
す
ε

一

色
お
‘
右
戸
時
改
裂
、
そ
の

ニ
の
よ
ヲ
に、

一
戸
碕
改
混
一
地
に
つ
い
て
詳
L
い
こ
と
は
、

白
損
‘
附陣
頭
者
が
担、更
さ
れ
一一一
戸
導
係
に
部
問
合
せ
ド
さ
い
.

る
場
合
.
従
来
の

-
つ
の
戸

帯
-
が
政
戸
母
に
分
泌
さ
れ
る

貯
蓄
組
合
ヤ
作
け
ま
し

L
7

田
町畜
主
す
る
占
に
.
な
に
も
一

叫

慣
と
な
る。

組
合
ま
で
作
ら
な
く
て
ーも
主
い
一

三、

組
合
士
泡
じ
て
仔
れ
れ

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
は
.
一

る

貯
主
は
.
清
公
に
河
-フ

己
申
ご
ろ
だ
ん
だ
ん
改
め
ら
れ
一

村

主

が

貯
帯
さ
れ
る
心
で

て
き
た
よ
う
で
す
・

一

悪
性
。
イ
ン
フ

ν
土
防
ぐ

そ
れ
は
.
究
の
よ
う
な
効
果
一

心

に
役
立
つ
・

が
、
-
設
に
み
と
め
ら
れ
て
き
一

回、

貯
認
総
合
A
活
助
士
通

だ
か
ら
で
す
.

一

じ
て
沼
か
に
よ

い
叫
一
激
主

て

お
互
心
協
力
に
主
っ
て
一

号

、
え
て
一

般
心
貯
居
心
者

H
V

と
b
で
は
括
行
し
に
く
一

加
に
後
立
つ
官
川
で
き
る

い
消
波
心
部
約
が
で
き
る
一

貯
J
担
金
に

4
、
辿
城
組
合

二、

組
合
生
温
じ
て
母
白
ま
一策
域
朗
仙
台
、
司
1J
同
合
、
羊
生

た
は
毎
月
探
け
て
貯
蓄
が
一生
徒
組
合
、
涜
円
以
者
間
同
舎
な
ど

で
ま
、
し
だ
い

に
貯
者
高
一が
あ
り
、

一
人
に
つ
い
て
三
十

が
増
子
。
こ
と
に
上
う
て
一方
開
ま
で
は
役
一況が
か
か
ら
な

貯
蓄

へ
由
興
障
が
湧
章、

一い
よ
う
に
な
っ

て
い

ま
す
。

〆

そやム緑をわが郷土にるす愛 フ

々山

フ

ら

よ

の
総力事

し

る

S -

緑
ぴ

し

の

力

郷 土は

協

土

Pこ

君主

捜

国

生

羽
為

e

の

な

生

縁
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ぞ

4
4

、

{六)

ー

女
の

-
憶
が

一

一

そ
の
後

-
九
世
紀

『
は
た
ら
け
、
は
た
ら
け
、

一

と

=
ぺ，
a，
、
‘

J

t

t

，

h
t
t
t
t
d
一か
ら
石
け
ん
出
も
う
す
ぐ
れ
た

働
き
な
さ

い

。

一

ご

一一
日
・

l

}

-

一
-
r
i
v
-一
一
沈
静
作
用
な

E
4
明
ら
か
に
き

5

2

い
け
な
い
。
骨
一

場

一一
V

石

げ

の

堕

・史

芸

、

そ

れ

主

主

、

ご

十

誌

の
自
が
叫ん
る

」

一

駿

一一

v

;

さ

の
科
学
は
石
け
ん
に
跨
る
各
種

と
怠
け
者

退

去

欧
主
う
た
い

一

ど

一戸

E
h
-
-
5
1
r
t
t
i
s
t
E
t
h
i
-
-
w一
回
合
成
震
を
衣

:

登

輔
さ

『
ト
イ
ツ
の
復
興
は
古
田聞か
一た
怠
惰
者
、
浪
費
者
、
放
拝
者
一な
が
ら
街
路
を
歩
き
遮
る
e
怠
一

ご

=
，

一

一せ
ま
し
た
@

b

」
と
い
う
意
気
込エみ唱で
一欝
鋳
者
雫
、
ヤ
こ
-
五
れ
ら
.がか怠
け
者で工一
昨巴4

起
ち
上
つ
た
ド
イ
ツ
白
一競罵人た
一了晶晶母
Bbり
、
註
主
泊
見
切
者
で
島
b
一士
つ

け

て

行

〈

。

一

'

とζ

=
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
島
つ
た
一み
え
て
い
る
.

一臨織
m
但
、
豊
毘
の
時
代
に
dポゆ白ルN
ト

ち
仕
汁
台
罰E凶はH
へ
ル
，
シ
に
撞
一
詣
信
D
街
暫
a&量駒
で
‘
島
あ
つ
た
。

一

月
給
日
で
必晶号@守
噌る。。

貰
つ
た
給
一

「ご」

=
ろ
う
ιか

日

。

一

L
か
L
、
石
け
ん
の
怨
成
に
一
ず
ル
よ
り
俸
え
ら
れ、

会
日
で

ず
』
と
い
う
こ
と
を
か
た
く
信
一
怠
吋
者
退
治
の
か
げ
む
謀
笠
軒
主
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
て
・
い
一

日

=

も
D
L
本
に
よ
れ
ぽ

.
7
で
一つ

い
て
科
学
の
メ

、
が
加
え
ら
一も
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
心
シ
ャ
ボ
ン

じ
て
重
た
か
っ
た

e

E

E

由

主

様

で

あ

っ
た
・

一そ
い
そ
と
工
2

2

2

丞

|

|

ー

一

に

E

E

E

f

用
い
百
れ
一れ
た
り
位
、
ず
っ
と
後
の
こ
と

τい
う
曹
PE
d
u
モ
心
妻

名

彼
女
ら
位、

F
イ
ツ
の
立
直
一

そ
し
て
そ

申
第

一
綿
の
鞍
+
子

2.
そ
ニ
に
は
=
一
角
践
の
二

I
l
i
l
i
-
-

一て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
石
け
ん
一で
、
一
七
回
一
苧
に
は
じ

』
守

一語
ヲ
て
レ

E・6

し
で
あ
る
と
し
て
、
復
興
作
集
一
は
少
年
生
女
で
あ
っ
た
c

由
貿
一障
が
、
百
高
ら
か
に
合
唱
し
て
一組
合
心
猷
箇
さ
ん
に
無
軒
で
み
一が
泊
脂
&
木
裂
を
に
る
こ
と
に

研
究
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
て
:

の
第

-
山
曹
を
踏
み
出
し
た
白
で
十赤
い
援
を
し
て
輯
頭
を
歩
い
た
一
い
る
。

そ
の

-
膝
り
中
か
ら
、

一
て
も
ら
え
ま
す
し
、
ま
た
け
が
一

l
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1・1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
1
11
1
1
1
1
1

あ
っ
た・

一b
翠

喜

ら
し
い
若
い
男
玄
が
一

「
お
矢
ち
ゃ
ん
、
家
え
蹄
ろ
一宇
病
気
が
ひ
ど
〈
な

っ
て
死
ん一

1
1
1
1'si
le-

-三
し
ま
す
。

一四
月
二

+
E
t五
月
三
日

台
所
の
立
直
し
に
は
五

つ
の
一町
生
歩
い
て
い
た
与
す
る
と

ユ

う

」

円

台
正
ち
ゃ
ん
一

L
一だ
場
合

は

‘

?

の

牛

馬

主

二
国

保

r
Lり
一

丁

、

問

2

2

2

E

旦

溝

ω歪
近

火

災

予

防

す
詩
鉱
山
u
r
軒以
一怠
凶
器
じ
い
」

一れ
町
内
れ
れ
ピ
ミ、

一心
立
日
九
三
咋
盆
訂
正
出
園
町
釦
恥
十
一
持
続
ω
ぷ
お
純
一
運動士実施

つ
て
は
な
ら
ぬ

一と
や
ら
れ
る
。
時
に
は
胃
、
寅
一ぴ
っ

た
り
側
に
寄
ち
濁
っ
て
速
一袴
に
孔
り
ま
す
と
安
心
し
て
毎
一昔

か
、
晶子山宅

宝
徒
白
た
め
謹
一参
し
て
明
白
て
下
さ
い
.

一
議
で
位
、
四
月
二
十
日
か
ら

二、

時
宜
浪
費
L
て
は
な
ら
ぬ
一銭、

目指押
な
ど
り
さ
ま
さ
ま
な
色
一れ
だ
っ

て
霊
に
諮
る
む
で
あ
っ
一
自
の
仕
事
に
糟
を
出
す
こ
と
が
一
問
問
。
地
に
ゐ
て
病
院
や
診
療

明一

2
‘

t
t
Zや
死
亡

し1
一円
J

た
J
E
-

一王
国d
三
日
ま
で

D
=週
間
、
令

三
、
刀
主
浪
費
し
て
は
な
ら
白
一c
=
一
角
哀
を
手
に
し
た
少
年
少
一
た
.

(
世
界
的
新
包
括
、よ
り
)
一出
来
ま
す
.

↑に
か
h
-
Q
占
に
不
便
な
方
に
は
一

告
は
‘

叩
告
と
受
一日間
-叫士
持
一道

一
日
に
突
の
九
つ

D
事
項
を

回
、
物
全
混
抗
し
て
は
な
ら
ぬ
一

i

l

i
a
-
n
ihi
l
i
-
-
i
s
i
l
l
i
-
-
家
畜
共
済
は
や
る
よ
う
に
六一

本
年
四
月

一
目
よ
り

「
遠
隔
一
っ

て
佐
官
、
釘

E受
け
た
一
中
心
に
火
見
予
防
運
動
主
賓
盤

五
、
働
く
に
も
準
ょ
に
も
無
肘
一

v

-

j
4
;
l
i
-

-切
な
仕
事
な
の
で、

国
で
は
掛
一
地
被
何
険
者
鐙」

主
交
付
す
る
一
上
、
加
霊
費
戸
車
。
。
脳
こ
い
た
し
ま
す
e

箇

よ

っ

て
位
2
且
・

一

ケ

ガ

乙

丙

花

e

半

周

・

え

て

一

2
=
一
芝
生
負
担
し
た
り
、
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
わ
で
、
交
一

雲

費

二

00
8了
、
火
災
防
止

吉

川音
は
大
白
毎
朝
で
晶、
。
。
一

必

d
4
J
〈

4
7
完
グ

H
m

一量
主

義

組
合
主
霊
園
寛
即
時
も
一付
精
製
の
方
は

富

士

4
民
建
一

の
支
給
士
受
け
て
干
さ
い
・
一2
・
率
一
輔
，ほ
ど
の
火
災
予
防

彼
女
ら
が
最
も
き

ま

の

受

輯
一

Jt

l

一負
直
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま
土
康
保
険
受
成
時
三
寸
墜
を
持
一3

お
瞥
者
さ
ん
に
か
、

る
場
一

3
、
電
気
火
災
の
功
止

と
じ
て

T上
げ
た
も
の
は

、

一

家

畜

を

共

が

に

加

入

し

ま

し

4
・

1
北
海
逼
で
同
和
三
十
一
年
度
に
す

て
役
場
社
会
保
留
保
係
え
お
一
合

位

、
宇

E
受
妨
害

一4
、
防
火
請

お

よ
び
慈
善

こ
由
怠
け
者
退
詰
で
あ
っ
だ。

一

~

一
家
南
共
棋
に
加
入
し
定
額
叡
比
一申
出
で
下
き

いに

一，
出
し
て
か
ら
か
、

る
様
に
し
一

倍
U
缶
、信
時
傭

彼
女
ら
は
自
分
自
軍
司
中
か
一

皆
さ
ん
の
曇
箆
共
橿
組
合
で
一
い
る
人
々
が
、
一

定
の
掛
安
定
一二
十
万
三
千
頭
で
、
昼
夜
共
諮
一
国
民
置
康
掃
除
草
朝
関

円引
に
倖
一

て
下
さ
.・0

一5.

壌
引
γ
・c
J
下
惚
也
お

ら
志
付
帯
生
出
す
こ
と
は
、
国
一行
っ
て
い
る
家
畜
共
品
は
.
生一
長
相
共
済
組
古
に
納
め
ま
す
と
一組
合
に
納
め
た
掛
告
は
、
約
一

一一

い、

町
が
療
蓮
昌
当
の
契
約
定
で4
‘
町
と
徒
約
し
て
な
、

d
j
a
-
-
え
引
い

T
u
t-4

家
に
罰
す
る
反
逆
で
晶
る
と
考
一命
保
険
や
火
、
丈
保
険
で
と
同
じ
一家
畜
が
け
が
を
し
七

c、
潟
三一
億
三
千
七
百
万
闘
に
よ
り
ま
寸

一し
た
病
院
、
笛
院
心
名
前
官
一
吋

に
か

1

ペ

引

b

6

m

seづ

え
全
極
的
に
共
掲
載
回目
を
張
つ

一損
害
偏
肢
で
、
す
も
主
主
飼
っ
て
一に
な

っ
た
と
き
江
、
長
安
共
商
工

社
会
の
反
逆
者
怠
け
者

火の用心

ん

退
治
の
か
げ
の
謀
終
は
主
婦
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